


　私たちの身近にある植物。頭も目も口もないし、静かに動かない。

私たち動物の活動的な生活の中では、まるで舞台背景のような存

在です。

　いや、いやいやいやいやっ！植物だって、考

えているんだ、判断しているんだ、複雑な情報

を処理しているんだ、コミュニケーションを

とっているんだ、というのが著者の主張です。

　様々な事例がこの本で紹介されていますが、

自分の部屋にある植木を見る目が、それどこ

ろか世界観が変わってしまうこと、請け合いです。

　そういえば、話しかけるときれいな花を咲かせる、という話もありましたっけ。

『ゴキブリ・マイウェイこの生物に秘められし謎を追う』

『プランタ・サピエンス知的生命体としての植物』
パコ・カルボ、ナタリー・ローレンス・著 山田 美明・訳 出版社：ＫＡＤＯＫＡＷＡ

ISBN :  978-4-04-113465-8

『 癒 し の 虫 た ち 』川邊 透、前畑 真実・著出版社： repicbook
ISBN : 978-4-908154-18-8

これって・・・もしかしてかわいい・・・夫婦で子育てをする虫なんてまだ報告されていない！

大崎 遥花・著 出版社 : 山と溪谷社
ISBN : 978-4-635-06315-9

　ぎょっとするようなタイトルの本かもしれませんが、著者の研究

する虫は実は、身近にいるものとは少し違う種のものです。(「身近な」

とした特集なのにすみません。)

　恐竜の時代よりも古くから生き延びているこの「ゴキブリ目」、その

なかのある種には、未だ明かされていない、虫のなかでは異例の不思議

な行動をとっているところが研究者界隈では目撃されているそうです。

それを正しく観測して良い考察ができれば、これまでの研究の大河の流

れを変える、まさに歴史的な論文発表ができるかもしれません。研究

者として険しい道を突き進み続ける著者の様子は、なんだかとっても

「楽しそうな感じ」で、一緒になって探究のワクワク感を味わうことができます。

　この本では、緻密で美しく愛に溢れた、著者書き下ろしイラストも必見です。

　「たまには虫たちにほっこりしてみませんか？」と表紙に書かれて

いますが、私は、本屋さんでこの本の表紙を一目見て、

胸を射抜かれました。

　「かわいい・・・これは本当に虫なのか、妖精じゃ

ないか、いやぬいぐるみか・・・。」って考えてしま

うほどの愛らしい虫たちの写真でいっぱいの本です。

　イモムシや蛾など、普段どちらかというと怖く感じるような虫たち

が、クローズアップされるとこんな姿をしていたとは！自然の造形の

偉大さを思い知ると共に、いつも親しみ癒されているゆるかわキャラ

クターたちとの共通点の多さには、どうしても不思議を感じます。小

さくて見えないからデザインの参考にしているはずがないのに、なぜ似てくるんだろう。

『生物と無生物のあいだ』
生物 と は な に か と い う 問 い

福岡 伸一・著
出版社：講談社(講談社現代新書・刊) 
ISBN : 978-4-06-149891-4

　著者はプロローグにて、「生物を無生物から区別するものはな

にかという問いは、すなわち生命とは何かという(根源的な)問いへ

の接近である」と書いています。

　この数年間、私たちの身の回りには「ウイルス」の話題がつきまとい

ました。増殖し変異していくウイルスは、生物であるといえるのでし

ょうか。分子生物学の専門領域の知見から、理系分野に明るくない

読者に対しても、その問いへの考察が艶やかな文章で繙かれます。

　専門的な内容の本章が続いたあと、生き物が大好きだった著者の

少年時代の頃の苦い思い出についての語りが用意されており、その

珠玉のエピローグは悲しく美しく、最高の読書体験を味わうことが

できます。 ・坂田図書館、川田谷図書館に蔵書があります

もく

植 物 だ っ て 考 え て い る か も

ひもと


